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前回はハリケーンの影響？回復なるか～米雇用統計

2018年10月29日（月）

　１１月２日に１０月の米雇用統計が発表されます。
前回９月分の雇用統計は非農業部門雇用者数が＋１３．４万人と
予想の＋１８．５万人を大きく下回る弱めの数字となりました。
数字しては約１年ぶりとなる小幅な増加となります。

　もっともこれは２つの理由があるとみられます。

　一つは、７月分及び８月分が大きく上昇修正されたこと。
両月合わせて８．７万人の上方修正となりました。
修正された過去値を基に、前月比が示されますので、本来の想定よりも低く出るのは致し方ないところです。

　もう一つは９月に米サウスカロライナ州とノースカロライナ州を中心に大きな被害をもたらした
ハリケーン「フローレンス」の影響です。

　内訳をみますと、娯楽観光が－１．７万人と２０１７年９月以来のマイナスとなりました。
ハリケーン被害をまともに受ける分野であり影響を感じさせます。

　また、こちらもハリケーンの影響が出やすい小売業が－２．０万人となっており、
こちらも全体の足を引っ張りました。

　ちなみに失業率は３．７％まで低下しました。
８月の３．９％から０．２％ポイントの低下で、約４９年ぶりという低水準になります。
ＦＲＢは今年の１２月時点でこの水準に下がるという見通しを示していましたが
３か月ほど早くの達成となります。

　平均時給は前月比＋０．３％、前年比＋２．８％に。
共に８月分より鈍化していますが、
８月の前年比＋２．９％は９年超ぶりの伸びであり、さすがに反動が出た格好です。

　ヘッドラインの数字的には驚きのあった前回の雇用統計ですが
こうした事情を加味すると、依然として堅調という印象です。

　そうした状況を受けての今回の雇用統計ですが
非農業部門雇用者数の予想は＋１９．０万人となっています。
ほぼ元の水準に戻ってきたという印象。

　失業率は前回の低水準を維持して３．７％の見込みです。

　平均時給は前月比こそ＋０．２％と鈍化伊見込みですが
前年比＋３．１％まで伸びると期待されています。

　２日と比較的早めの発表のため、
前哨戦となる関連指標の結果はまだわからないものが多いですが、
計測期間が重なる１２日を含む州の新規失業保険申請件数は２１．０万件。
こちらは９月の同期間より若干多いですが、このところの平均よりは低めで比較的好結果です。

　今後の関連指標の予想をみると、
３１日に発表されるＡＤＰ雇用者数は１９．０万件と、前月の＋２３．０万件から減少見込み。
ただ、前月の数字が、雇用統計自体の弱めの数字に対して
ＡＤＰは８月の１６．８万件から２３．０万件と一気に伸びるという相関の取れていない状況となっており、
あまり気にしないほうがよさそうです。

　ＩＳＭ製造業景気指数は５９．４と前回の５９．８からやや鈍化見込み。
８月に６１．３と１４年ぶりの高水準を記録してから２か月連続の調整となります。
もっとも水準的には比較的しっかり。
予想はありませんが、前回５８．８と今年２月以来の高水準を記録した雇用部門の数字にも要注意です。

　勢いのある水準とまではいきませんが、
堅調な状況を継続していることを印象付けそうな今回の雇用統計。
予想を大きく外れない限り、
ＦＲＢの利上げ路線継続を意識させてドルの支えになると期待しています。


